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広　報

しんおんせん

　夢が丘中学校野球部が、10 月 23、24 日に神戸市で行われた第 44 回兵庫県中学校新人
軟式野球競技大会に初出場し、初優勝しました。旧町時代を含めて本町の中学校では初め
ての栄冠です。同校では 25 日、全校生徒と保護者らが参加して優勝伝達式を行い、15 人
の部員たちは岡田政和校長と岡本町長から祝福とねぎらいのことばを受けました。
　今後は、全国大会出場をかけて 11 月 20、21 日に京都市で行われる近畿大会に出場し
ます。坂本雄祐主将は、「のびのび野球がチームのよさ。初戦を突破して優勝したい。」と
決意を語ってくれました。
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11 月号の主な内容

海・山・温泉　人が輝く　夢と温もりの郷
‐安らぎと憩いの空間　新温泉町‐
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よ
く
す
る
体
操
を
楽
し
み
ま
し
た
。

例
２　

地
区
農
会
で
「
中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
事
業
講
座
」
を
実
施
。
初

め
て
取
り
組
む
農
家
向
け
の
説
明
を

行
い
、
協
定
立
ち
上
げ
作
業
を
助
言

し
ま
し
た
。

例
３　

地
区
敬
老
会
で
「
悪
徳
商
法
に

負
け
る
な
」
を
実
施
。
寸
劇
で
詐
欺

商
法
の
被
害
防
止
を
説
明
す
る
の
で

わ
か
り
や
す
い
と
好
評
で
す
。

例
４　

会
社
の
社
員
研
修
で
「
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を
実
施
。

接
客
に
役
立
つ
よ
う
実
技
研
修
も
取

り
入
れ
ま
し
た
。

◇
講
座
メ
ニ
ュ
ー

　
「
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
対
応
」

や「
防
災
・
防
火
」「
子
育
て
支
援
」「
健

康
講
座
」
な
ど
生
活
に
密
着
し
た
内
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町政のうごきから

職
員
が
講
師
に
な
っ
て
役
場
の
仕
事
や　

　
　
　
　

サ
ー
ビ
ス
を
説
明
し
て
い
ま
す

　
　

　

町
で
は
、
職
員
が
役
場
の
仕
事
や
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を

説
明
し
た
り
、
健
康
づ
く
り
の
実
践
指
導
を
す
る
な
ど
、

地
区
に
出
向
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
町

政
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
一
緒
に
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
進

め
て
い
き
た
い
、
高
齢
者
の
方
な
ど
ひ
と
り
で
も
多
く
参

加
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
る
か
ら
で
す
。

　

出
前
講
座
や
各
種
学
級
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。浜坂東小学校の「租税教室」では税務課

職員が先生役を務めました（10 月 22 日）

　
　

出 

前 

講 

座

　

町
民
の
皆
さ
ん
が
開
催
さ
れ
る
学
習

会
な
ど
に
、
町
の
職
員
が
講
師
と
し
て

出
向
き
、
町
の
仕
事
や
暮
ら
し
に
役
立

つ
情
報
を
お
知
ら
せ
す
る
制
度
で
す
。

　

今
年
度
は
、「
上
手
に
使
お
う
ク
レ

ジ
ッ
ト
」
や
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
安
全

教
室
」
な
ど
消
費
生
活
に
欠
か
せ
な
い

講
座
を
新
た
に
設
け
ま
し
た
。
６
月

か
ら
20
件
の
申
し
込
み
を
受
け
て
い
ま

す
。（
10
月
末
現
在
）

◇
こ
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す

例
１　

す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
の
学
習
会
で

「
介
護
予
防
講
座
」
を
実
施
。
尿
漏

れ
グ
ッ
ズ
を
紹
介
し
、
体
の
動
き
を

「悪徳商法に負けるな」寸劇を披露
（10 月 24 日　諸寄基幹集落センター）
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町政のうごきから

容
か
ら
、
教
育
、
農
林
水
産
業
全
般

ま
で
59
種
類
の
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り
ま

す
。（
広
報
５
月
号
に
掲
載
）

◇
利
用
で
き
る
方　

町
内
に
在
住
、
在

勤
ま
た
は
通
学
し
て
い
る
方
で
、
10

人
以
上
の
団
体
グ
ル
ー
プ

◇
費
用

　

講
師
の
派
遣
は
無
料
。
た
だ
し
、
会

場
借
用
料
な
ど
は
団
体
が
負
担
し
て

く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
企
画
課

広
報
情
報
係
（
℡
82
‐
５
６
２
４
）
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

    

学
校
で
の
租
税
教
室

　

租
税
教
室
は
、
兵
庫
県
租
税
教
育
推

進
連
絡
協
議
会
が
、
次
代
を
担
う
児
童

や
生
徒
に
対
し
、
税
の
意
義
や
役
割
を

正
し
く
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
実
施

し
て
い
る
も
の
で
、
今
年
か
ら
役
場
の

税
務
課
職
員
も
講
師
と
な
っ
て
教
壇
に

立
っ
て
い
ま
す
。

　

10
月
22
日
に
浜
坂
東
小
学
校
で
行
わ

れ
た
「
租
税
教
室
」
で
は
、
6
年
生
18

人
が
税
の
必
要
性
や
税
金
の
し
く
み
に

つ
い
て
学
習
。身
近
な
税
金
を
中
心
に
、

お
菓
子
の
領
収
書
で
消
費
税
を
、
タ
バ

コ
の
箱
と
ビ
ー
ル
缶
を
使
い
、
そ
の
何

割
が
税
金
に
あ
た
る
か
を
学
習
し
ま
し

た
。
職
員
は
、
ア
ニ
メ
ビ
デ
オ
や
税
金

ク
イ
ズ
な
ど
を
活
用
し
て
、
楽
し
く

わ
か
り
や
す
い
説
明
を
心
が
け
て
い
ま

す
。保

健
・
介
護
の
分
野
で
も

　

健
康
課
健
康
推
進
係
（
す
こ
や
か
～

に
）
は
、
保
健
師
や
管
理
栄
養
士
、
歯

科
衛
生
士
が
お
互
い
に
連
携
を
取
り
な

が
ら
、「
い
き
い
き
健
康
教
室
」
や
「
水

中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
」、「
高
齢
者
の

健
康
づ
く
り
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
教
室

を
実
施
。
こ
ど
も
園
や
ゆ
め
っ
こ
ラ
ン

ド
、
各
学
校
と
の
連
携
の
中
で
「
お
や

こ
食
育
教
室
」
や
「
歯
の
ブ
ラ
ッ
シ
ン

グ
指
導
」
な
ど
の
教
室
も
開
催
し
て
い

ま
す
。
各
地
区
で
実
施
し
て
い
る
「
健

康
づ
く
り
の
集
い
」
で
は
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て
、
こ
こ
ろ

の
健
康
や
結
核
予
防
な
ど
の
啓
発
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢

者
の
皆
さ
ん
が
住
み
な
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
介
護
予
防

や
認
知
症
に
関
す
る
啓
発
活
動
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
人
権
学
習
会
の
ビ
デ
オ

上
映
や
ジ
オ
パ
ー
ク
研
修
の
講
師
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
あ
り
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。　

♪ひらら　ひらら　白い波と花びらひらら♪

　「浜大根の花」ＣＤが完成
　　　　　　カニ祭りで初披露

ひ
ら
ら　

ひ
ら
ら　

ひ
ら
ら
ひ
ら
ら
ら

白
い
波
と
花
び
ら
ひ
ら
ら

ひ
ら
ら　

ひ
ら
ら　

ひ
ら
ら
ひ
ら
ら
ら

青
い
海
に
花
び
ら
ひ
ら
ら

大
き
な
空
の
下　

浜
い
ち
め
ん
に

ひ
ら
ら　

ひ
ら
ら　

ひ
ら
ら
ひ
ら
ら
ら

花
び
ら
ゆ
れ
て
踊
っ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
（
１
番
の
歌
詞
か
ら
）

　

Ｃ
Ｄ
制
作
に
は
、
浜
坂
北
小
学

校
４
・
５
年
生
と
浜
坂
中
学
校
吹

奏
楽
部
も
参
加
。
レ
コ
ー
デ
ィ
ン

グ
は
９
月
に
夢
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
小
学
生
は
合
唱
曲
を
担

当
し
、
優
し
い
メ
ロ
デ
ィ
に
元
気

な
歌
声
を
響
か
せ
て
い
ま
す
。
中

学
生
の
吹
奏
楽
曲
は
明
る
く
軽
快

な
マ
ー
チ
に
仕
上
が
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
ほ
か
Ｃ
Ｄ
に
は
、
作
詞
・

作
曲
を
担
当
し
た
近
藤
等
則
さ
ん

の
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
ソ
ロ
、
カ
ラ
オ

ケ
が
あ
り
、
合
わ
せ
て
４
バ
ー

ジ
ョ
ン
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
に
は
白
と
う
す
紫
色

の
可
憐
な
ハ
マ
ダ
イ
コ
ン
の
花
が

あ
し
ら
わ
れ
、
ケ
ー
ス
に
は
山
陰

海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
ロ
ゴ
シ
ー
ル

が
貼
ら
れ
ま
し
た
。

　

お
披
露
目
と
な
る
カ
ニ
祭
り
に

は
浜
坂
中
学
校
吹
奏
楽
部
が
出
演

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の

「
浜
大
根
の
花
」
も
ス
テ
ー
ジ
で

演
奏
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
会
場
内

の
ハ
マ
ダ
イ
コ
ン
コ
ー
ナ
ー
に
Ｃ

Ｄ
が
置
か
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
お
聴
き

く
だ
さ
い
。

　ハマダイコンの咲き誇る新温泉町の魅力を全国に伝えたいと、
「浜大根を愛する仲間たち」（世話人　岡田一衛さん）が制作して

いた「浜大根の花」のＣＤが完成し、11 月 20 日に浜坂漁港で開
催される第 23 回浜坂みなとカニ祭りで、初めて披露されること
になりました。
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ｅ
ｏ 

光
っ
て
何
？

　

ｅ
ｏ
光
と
は
、
㈱
ケ
イ
・
オ
プ
テ
ィ

コ
ム
が
関
西
地
域
で
光
フ
ァ
イ
バ
ケ
ー

ブ
ル
を
使
用
し
サ
ー
ビ
ス
提
供
す
る
超

高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
サ
ー
ビ
ス

の
総
称
で
す
。
光
フ
ァ
イ
バ
は
通
信
距

離
に
よ
る
劣
化
や
ノ
イ
ズ
の
影
響
を
受

け
に
く
い
の
で
、
安
定
的
な
通
信
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ｅ
ｏ
光
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

サ
ー
ビ
ス
「
ｅ
ｏ
光
ネ
ッ
ト
」、
Ｉ
Ｐ

電
話
サ
ー
ビ
ス
「
ｅ
ｏ
光
電
話
」、
光

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
サ
ー
ビ
ス
「
ｅ
ｏ
光

テ
レ
ビ
」
の
３
つ
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り

ま
す
。ｅ

ｏ 

光
ネ
ッ
ト

　

最
大
１
ギ
ガ
ｂ
ｐ
ｓ
の
超
高
速
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き
る
、回
線
料
・

プ
ロ
バ
イ
ダ
料
込
み
の
定
額
サ
ー
ビ
ス

で
す
。
パ
ソ
コ
ン
で
調
べ
物
や
買
い
物

を
し
た
り
、
音
楽
や
動
画
な
ど
を
快
適

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ｅ
ｏ
光
ネ
ッ
ト
は
電
話
回
線
を
使
っ

た
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
と
違
い
、
電
気
信
号
で
は

な
く
光
を
使
っ
て
通
信
を
行
う
た
め
、

距
離
に
よ
る
速
度
の
低
下
が
ほ
と
ん
ど

な
い
の
が
特
徴
で
あ
り
、
エ
リ
ア
全
域

で
快
適
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す

 

新
温
泉
町
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業
③　

　

こ
れ
ま
で
に
広
報
等
を
通
じ
て
、
町
で
は
光

フ
ァ
イ
バ
に
よ
る
情
報
通
信
基
盤
を
浜
坂
地
域
全

域
に
整
備
す
る
こ
と
と
し
、
㈱
ケ
イ
・
オ
プ
テ
ィ

コ
ム
が
施
設
の
整
備
か
ら
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
ま
で

を
行
う
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。
今
回
は
、

同
社
が
提
供
す
る
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス

「
ｅ
ｏ
光
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
回
線
の
速
度

に
よ
っ
て｢

１
０
０
メ
ガ
ｂ
ｐ
ｓ｣

、｢

２
０
０
メ
ガ
ｂ
ｐ
ｓ｣

、｢

１
ギ
ガ
ｂ
ｐ

ｓ｣

の
３
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

ｅ
ｏ 

光
電
話

　

ｅ
ｏ
光
ネ
ッ
ト
と
併
せ
て
「
ｅ
ｏ
光

電
話
」
サ
ー
ビ
ス
も
利
用
で
き
ま
す
。

加
入
者
同
士
の
通
話
料
が
無
料
で
、
通

常
の
一
般
電
話
や
携
帯
電
話
へ
も
割

安
な
料
金
で
通
話
で
き
る
の
が
特
徴
で

す
。
緊
急
通
報
（
１
１
０
番
、
１
１
９

番
等
）
や
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
へ
の
通
話

も
可
能
で
、
今
ま
で
の
電
話
と
同
じ
よ

う
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
現
在
利
用
し
て
い
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
電
話

番
号
を
引
き
継
い
で
利
用
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

※
現
在
使
用
の
固
定
電
話
の
番
号
を
引

き
継
い
で
利
用
す
る
場
合
に
は
、
別

途
４
２
０
０
円
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
休
止
工
事

費
２
１
０
０
円
＋
番
号
割
当
手
数
料

２
１
０
０
円
）が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ｅ
ｏ 

光
テ
レ
ビ

　

｢

ｅ
ｏ
光
テ
レ
ビ｣

は
、
テ
レ
ビ
の

電
波
を
光
フ
ァ
イ
バ
で
直
接
ご
自
宅
ま

で
送
信
す
る
た
め
ア
ン
テ
ナ
は
不
要

で
、
地
形
や
付
近
の
建
物
な
ど
に
関
係

な
く
安
定
し
た
画
質
で
テ
レ
ビ
を
視
聴

通信速度の比較

eo 光 1 ギガ

eo 光 200 メガ

ADSL

eo 光 100 メガ

下り最大 1 ギガ bps（ADSL 回線の約 21 倍）

下り最大 200 メガ bps（ADSL 回線の約 4 倍）

下り最大 100 メガ bps（ADSL 回線の約 2 倍）

下り最大 47 メガ bps

※上記の通信速度は最大値であり、実使用速度を示すものではありません。

ｅｏ光が　　　　
　　  やってくる
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新
市
浄
水
施
設
の
紫
外
線
処
理
設
備
が
完
成

　
　
　
　
　

―
 

よ
り
安
全
な
水
を
お
届
け
し
ま
す ―

　

昨
年
か
ら
進
め
て
き
た
新
市
浄
水
施

設
整
備
工
事
に
お
い
て
、
滅
菌
設
備
の

改
修
と
浄
水
池
の
新
設
と
合
わ
せ
て
紫

外
線
処
理
設
備
が
完
成
し
、
11
月
18
日

か
ら
運
転
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
　

こ
れ
ま
で
の
塩
素
消
毒
に
加
え
て

紫
外
線
を
照
射
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ク

リ
プ
ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム
等
病
原
性
微
生

物
の
対
策
に
効
果
が
あ
り
、
よ
り
安
心

安
全
な
水
を
供
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

【
給
水
区
域
】

　

浜
坂
、
芦
屋
、
清
富
、
指
杭
、
田
井
、

赤
崎
、
和
田
、
三
尾
、
三
谷
、
栃
谷
、

田
君
、
新
市
、
古
市
、
用
土
、
七
釜
、

若
松
、
戸
田
、
二
日
市
、
福
富
、
対

田
、
久
谷
、
高
末
、
正
法
庵
、
辺
地
、

藤
尾

―

問
い
合
わ
せ―

　

上
下
水
道
課
水
道
施
設
係　

　
　

℡
82
‐
３
１
１
４

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
テ
レ
ビ
番
組

以
外
に
も
、
別
途
Ｆ
Ｍ
チ
ュ
ー
ナ
ー
を

接
続
す
れ
ば
Ｆ
Ｍ
放
送
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ｅ
ｏ
光
テ
レ
ビ
な
ら
、
ア
ナ

ロ
グ
放
送
専
用
テ
レ
ビ
な
ど
で
も
、
平

成
27
年
３
月
31
日
ま
で
地
上
放
送
が
視

聴
で
き
る
よ
う
に
、
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
を
ア
ナ
ロ
グ
に
変
換
し
て
送
信
し

ま
す
。
そ
の
ま
ま
で
は
視
聴
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
う
ア
ナ
ロ
グ
受
信
機
器
で

も
地
上
放
送
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

※
サ
ー
ビ
ス
の
詳
し
い
内
容
は
お
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
ｅ
ｏ
光
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://eonet.jp/

今 

後 

の 
予 
定

　

今
後
は
町
と
同
社
が
締
結
し
た
基
本

協
定
に
基
づ
き
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

町
が
補
助
を
行
う
光
フ
ァ
イ
バ
網
の
構

築
に
つ
い
て
は
、
議
会
の
承
認
後
、
平

成
23
年
４
月
以
降
に
着
工
す
る
予
定
で

す
が
、
同
社
が
自
主
整
備
を
行
う
局
舎

設
備
等
に
つ
い
て
は
、
順
次
整
備
を
開

始
し
ま
す
。
工
事
に
際
し
て
交
通
規
制

な
ど
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
サ
ー
ビ
ス
申
込
受
付
開
始
時

に
は
、
あ
ら
た
め
て
ご
案
内
し
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
地
デ
ジ
を

悪
用
し
た
悪
質
商
法
に
ご
注
意
を

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
の
普

及
、
高
齢
者
世
帯
の
増
加
な
ど
、
社
会

情
勢
の
変
化
に
合
わ
せ
て
悪
質
商
法
の

手
口
は
巧
妙
化
、多
様
化
し
て
い
ま
す
。

悪
質
商
法
は
、
明
ら
か
な
犯
罪
行
為
に

よ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
多
く
は
法

律
違
反
ギ
リ
ギ
リ
や
法
律
の
抜
け
穴
を

狙
っ
て
、
巧
妙
に
仕
組
ま
れ
た
も
の
で

す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
地
デ
ジ
に
関

連
し
て
、
疑
わ
し
い
工
事
の
勧
誘
を
受

け
た
場
合
や
身
に
覚
え
の
な
い
工
事
代

金
の
請
求
を
受
け
た
場
合
に
は
す
ぐ
に

は
支
払
わ
ず
、
た
だ
ち
に
警
察
や
消
費

生
活
相
談
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

―

問
い
合
わ
せ―

　

企
画
課　

通
信
基
盤
整
備
係　
　

　
　

℡
82
‐
５
６
２
４

　

ｅ
ｏ
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
デ
ス
ク

　
　

℡
０
１
２
０
‐
34
‐
１
０
１
０

利用料金（税込）の例　戸建て住宅の場合
＜平成２２年１１月現在＞

サービス名 月額利用料 インターネット
のみ利用

インターネット
＋電話

インターネット
＋電話＋テレビ

ｅｏ光ネット（１００メガ）※１ 4,900 円※ 2 4,900 円 5,200 円～ 5,700 円～ｅｏ光電話 　   300 円～※ 3

ｅｏ光テレビ   500 円～
＊上記ご利用料金の他に、工事費などの初期費用がかかります。
※１　回線速度によって料金が異なります。
※２　通信料、プロバイダ料含む即割適用時の額。２年間の継続利用が条件となります。
※３　別途通話料がかかります。
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１
９
４
８
年
（
昭
和
23
年
）
12
月
10
日
、
国
際
連
合
総
会
に
お
い
て
「
世
界

人
権
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
日
を
記
念
し
て
「
人
権
デ
ー
」、
12

月
4
日
～
10
日
ま
で
の
１
週
間
を
「
人
権
週
間
」
と
し
ま
し
た
。

　

２
０
０
４
年
（
平
成
16
年
）
の
障
害
者
基
本
法
の
改
正
で
、
国
民
の
間
に
広

く
障
が
い
者
の
福
祉
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
障
が
い

者
が
社
会
、
経
済
、
文
化
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す

る
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
12
月
3
日
～
9
日
ま
で
の
１
週
間
を

「
障
が
い
者
週
間
」
と
し
ま
し
た
。

　

あ
な
た
の
家
庭
、
職
場
な
ど
で
は
、
人
権
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
ま
す

か
。
こ
の
機
会
に
人
権
問
題
を
問
い
直
し
、
自
分
で
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
く

だ
さ
い
。

H22（2010）.11.11

広報しんおんせん（11月号）

新温泉町民の人権に関するアンケート結果から（平成 21 年 1 月実施）
　　　　　　　　　　　　　項　　　　　目　　　　　　　　　（複数回答）人数（人）率（％）
 障がいのある人について、人権上特に問題があると考えているものは？

１ 働く場所の確保など雇用対策が十分でない 396 57.1
２ 道路の段差修正、エレベータ設置など環境整備が進んでいない 340 49.1
３ 障がいのある人に対する理解が不足している 302 43.6

 子どもについて、人権上特に問題があると考えているものは？
1 子どもに身体的、心理的な虐待を加えたり、子育てを放棄する 361 52.1
2 子ども同士が暴力や仲間はずれ、無視などのいじめをしたりする 354 51.1
3 ビデオ、インターネット、携帯電話などの児童を取り巻く性情報が氾濫 338 48.8

 女性について、人権上特に問題があると考えているものは？
1 育児、家事、高齢者介護などが女性の社会進出を困難にしている 290 41.8
2 職場における待遇の違い（仕事の内容や、昇給・昇進の男女差など） 264 38.1
3 男女の固定的な役割分担意識（「男は仕事」、「女は家庭」など） 231 33.3

 高齢者について、人権上特に問題があると考えているものは？
1 道路の段差修正、エレベータ設置など環境整備が進んでいない 298 43.0
2 家庭や施設での介護を支援する制度が整ってない 227 32.8
3 悪徳商法による被害が多い 221 31.9

在日外国人に対して、特にどのような差別や偏見が日本にあると思いますか？
1 就労の面で差別がある 368 53.1
2 真理的な面（意識）で差別がある 265 38.2
3 結婚の面で差別がある 217 31.3

 部落問題は、どのような場合にあらわれると思いますか？
1 結婚のとき 498 71.9
2 人物を評価するとき 196 28.3
3 就職のとき 191 27.6

「
差
別
を
な
く
し
人
権
文
化
を
す
す
め
る
町
民
運
動
」
推
進
強
調
週
間

　
　
　
　
　
　

12
月
3
日
～
9
日
は
「
障
が
い
者
週
間
」、
12
月
4
日
～
10
日
は
「
人
権
週
間
」
で
す

　

下
の
表
は
、「
主
な
課
題
別
人
権
」

の
問
題
に
つ
い
て
、
関
心
の
高
い
上
位

３
項
目
の
回
答
結
果
で
す
。

　

障
が
い
の
あ
る
人
に
つ
い
て

　

障
が
い
の
あ
る
人
に
対
す
る
人
々
の

理
解
や
配
慮
は
い
ま
だ
不
十
分
で
あ

り
、
車
い
す
で
の
乗
車
を
拒
否
さ
れ
た

り
、
ア
パ
ー
ト
へ
の
入
居
を
拒
否
さ
れ

る
な
ど
様
々
な
人
権
問
題
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
本
町
で
は
、「
ノ
ー
マ
ラ
イ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
」（
等
し
く
生
き
る
社
会

の
実
現
）
を
基
本
理
念
の
一
つ
と
し
て

い
ま
す
。
障
が
い
の
あ
る
人
と
障
が
い

の
な
い
人
と
が
、
一
緒
に
生
活
し
活
動

で
き
る
社
会
に
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

町政のうごきから

人権啓発活動を行う人権イメージキャラクター
（但馬牛まつり会場）
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虐
待
に
気
づ
い
た
ら　

　
　
　

   

す
ぐ
に
連
絡
を

　

虐
待
を
受
け
た
、
と
思
わ
れ
る
こ
ど

も
を
見
つ
け
た
ら
、
た
め
ら
わ
ず
に
連

絡
（
通
告
）
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
「
虐
待
を
受
け
た
子
ど
も
」
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
「
虐
待
を
受
け
た
と

思
わ
れ
る
子
ど
も
（
虐
待
の
疑
い
）」

 

虐
待
か
ら
子
ど
も
を
守
り
ま
し
ょ
う
！ 

　
　
　
　
　
　
　

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

も
対
象
に
な
り
ま
す
。

◇
調
査
の
結
果
、
虐
待
の
事
実
が
な
い

と
わ
か
っ
て
も
、
そ
の
こ
と
で
責
任

を
問
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
連
絡
し
た
人
が
特
定
さ
れ
な
い
よ
う

に
、秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
連
絡（
通

告
）
は
、
守
秘
義
務
違
反
に
な
り
ま

せ
ん
。

全国一斉「女性の人権ホット
　　　ライン」強化週間　　
　11 月 15 日（月）～ 21 日（日）

　夫やパートナーからの暴力やセクシャル・
ハラスメントなど女性をめぐる人権問題につ
いてお困りではありませんか。法務省と全国
人権擁護委員連合会が電話相
談を行います。相談無料、秘
密厳守です。
◇とき　11 月 15 日（月）
　　　　　～ 19 日（金）
　　　　　　　　午前 ８時 30 分～午後７時
　　　　11 月 20 日（土）・21 日（日）
　　　　　　　　午前 10 時～午後５時
◇電話番号　女性の人権ホットライン
0570 － 070 － 810（全国共通ナビダイヤル）
◇相談担当者　人権擁護委員、法務局職員
◇問い合わせ　神戸地方法務局人権擁護課　
　℡（０７８）３９２ ‐ １８２１

６人の人権擁護委員が　　　
人権相談にあたっています

　住民の人権を守るため、本町では法務大臣
から委嘱された６人の委員が、人権（差別、
嫌がらせ、いじめなど）相談や各種啓発活動
を行っています。相談は無料、秘密は厳守さ
れます。
　任期満了に伴い、中井邦壽さん（湯）が
10 月１日付で再任（任期３年）されました。

◇町内の人権擁護委員（敬称略）
【浜坂地域】池田重廣、細川泰俊、山本　緑
【温泉地域】郷司正静、中井邦壽、井上慶子

◇人権相談日
　毎月１回（原則、第一水曜日 午前９時～

11 時 30 分）、文化会館と町民センター
◇問い合わせ
　総務課人権推進室（文化会館）
　℡ 82 ‐ ３３２８　

こ
ど
も
の
サ
イ
ン
を　

見
落
と
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

不
自
然
な
傷
や
打
撲
の
あ
と
、
服
や

髪
の
毛
が
い
つ
も
汚
れ
て
い
る
、
表
情

が
乏
し
い
、
お
ど
お
ど
し
て
い
る
、
落

ち
着
き
が
な
く
乱
暴
に
な
る
、
親
を
避

児
童
虐
待
っ
て
な
に
？

　

児
童
の
保
護
者
や
同
居
人
が
看
護

す
る
18
歳
未
満
の
児
童
に
対
し
て
、
次

の
よ
う
な
行
為
を
行
う
こ
と
を
言
い
ま

す
。

◇
身
体
的
虐
待　

殴
る
、
蹴
る
、
や
け

ど
を
負
わ
せ
る
な
ど
暴
行
を
加
え
る

こ
と

◇
性
的
虐
待　

児
童
に
わ
い
せ
つ
な

行
為
を
す
る
こ
と
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ

テ
ィ
（
裸
の
写
真
）
を
写
す　

な
ど

◇
ネ
グ
レ
ク
ト　

家
に
閉
じ
込
め
る
、

食
事
を
与
え
な
い
、
長
時
間
放
置
す

る
な
ど
、
保
護
者
と
し
て
の
監
護
を

著
し
く
怠
る
こ
と

◇
心
理
的
虐
待　

こ
と
ば
に
よ
る
脅

し
、
無
視
、
兄
弟
姉
妹
間
の
差
別
的

扱
い
な
ど

◆
連
絡
先

・
福
祉
課　

℡
82
‐
５
６
２
０

・
豊
岡
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

　
　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
４
３
１
４

・
児
童
虐
待
防
止
24
時
間
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
夜
間
・
休
日
）

　
　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
９
１
１
９

け
よ
う
と
す
る　

な
ど

　

児
童
虐
待
は
、
周
辺
が
気
づ
い
て
あ

げ
て
、
必
要
な
援
助
、
相
談
、
支
援
な

ど
の
手
を
差
し
伸
べ
な
い
と
急
速
に
進

み
ま
す
。

　

あ
な
た
の
ち
ょ
と
し
た
気
づ
き
や
勇

気
が
こ
ど
も
を
救
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

町政のうごきから
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町政のうごきから
―

ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き―

　

皆
さ
ま
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

住
民
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
す
る
た
め
、
皆
さ
ま
か
ら
ま
ち

づ
く
り
に
対
す
る
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ア
イ
デ
ア
を
い
た
だ
き
ま
し
た

の
で
紹
介
し
ま
す
。

浜
坂
駅
前
商
店
街
を
歩

行
者
の
た
め
の
道
路
に

し
て
ほ
し
い

　

都
市
再
生
整
備
計
画
の
駅
前
商
店

街
は
危
険
で
歩
行
者
が
入
り
づ
ら

い
。
ボ
ン
エ
ル
フ
や
歩
行
者
天
国
な

ど
思
い
切
っ
た
方
策
を
と
っ
て
は
ど

う
か
。岸

田
川
堤
防
に
花
や
木
を

　

岸
田
川
の
長
い
堤
防
を
う
ま
く
活

か
し
た
い
が
、
草
花
を
植
え
た
り
、

植
栽
で
き
る
か
。（
30
歳
代　

男
性
）

　

現
在
、
浜
坂
駅
前
商
店
街
の
道
路
に

は
歩
道
が
あ
り
ま
せ
ん
。
歩
道
を
設
置

す
る
た
め
に
は
沿
道
の
建
物
を
取
り
壊

す
な
ど
用
地
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
が
、
莫
大
な
事
業
費
や
商
店
の
立

ち
退
き
先
を
考
え
る
と
現
実
的
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

ボ
ン
エ
ル
フ
は
意
図
的
に
車
道
を
蛇

行
さ
せ
る
な
ど
し
て
自
動
車
の
速
度
制

限
を
行
い
、
歩
行
者
の
安
全
性
向
上
を

図
る
も
の
で
す
が
、
駅
前
通
り
は
バ
ス

路
線
で
も
あ
り
、
こ
れ
以
上
車
道
幅
を

狭
め
た
り
す
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い

と
考
え
ま
す
。

　

歩
道
が
未
整
備
の
市
街
地
で
歩
行
者

が
よ
り
安
全
に
通
行
す
る
た
め
に
は
、

出
来
る
だ
け
市
街
地
内
へ
の
通
過
交
通

車
両
の
進
入
を
抑
え
る
こ
と
も
有
効
な

こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
歩
行

者
天
国
は
、
通
行
車
両
を
シ
ャ
ッ
ト
ア

ウ
ト
し
て
し
ま
う
方
法
で
す
が
、
ど
こ

か
ら
ど
こ
ま
で
、
ど
れ
く
ら
い
の
頻
度

で
実
施
す
る
の
か
、
公
共
及
び
民
間
交

通
へ
の
影
響
は
ど
の
程
度
の
も
の
か
、

ま
た
そ
の
効
果
は
ど
れ
く
ら
い
期
待
で

き
る
か
な
ど
各
種
調
整
や
事
前
の
調
査

が
必
要
で
す
。
す
ぐ
に
は
実
施
で
き
ま

せ
ん
が
、
ア
イ
デ
ア
と
し
て
は
面
白
い

と
思
い
ま
す
。

　

都
市
再
生
整
備
計
画
で
は
、
歩
行
ス

ペ
ー
ス
の
明
確
化
と
沿
道
景
観
の
美
装

　

こ
の
う
ち
ゆ
め
っ
こ
ラ
ン
ド
で
は
10

月
25
日
、
同
協
議
会
の
吉
田
仁
司
会
長

ら
が
訪
れ
、
園
児
全
員
分
１
５
９
個
の

鈴
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
園
児
の
代
表
４
人

の
通
園
用
リ
ュ
ッ
ク
に
取
り
付
け
ま
し

た
。
園
児
た
ち
は
、
担
任
の
先
生
か
ら

鈴
を
手
渡
さ
れ
る
と
、
う
れ
し
そ
う
に

鈴
を
振
り
、
そ
の
音
色
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

　

温
泉
小
学
校
は
資
源
回
収
の
品
目
に

廃
食
油
を
加
え
て
エ
コ
活
動
を
進
め
て

い
ま
す
。
ゆ
め
っ
こ
ラ
ン
ド
は
通
園
バ

ス
に
バ
イ
オ
燃
料
を
使
用
し
て
お
り
、

今
回
、
園
に
廃
食
油
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を

設
置
し
て
通
年
で
回
収
を
行
う
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　

吉
田
会
長
は
「
こ
の
鈴
が
子
ど
も
た

ち
の
安
全
に
役
立
て
ば
う
れ
し
い
。
子

ど
も
か
ら
エ
コ
を
認
識
し
て
も
ら
い
、

父
母
か
ら
町
民
全
体
へ
と
環
境
に
や

さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た

い
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
【
回
収
ボ
ッ
ク
ス
設
置
場
所
】

　

夢
ホ
ー
ル
地
下
倉
庫
、
清
美
社
、
湯

村
炊
飯
セ
ン
タ
ー
、
ナ
カ
ケ
ー
湯
村

店
・
白
川
店
、
ジ
ャ
ン
ボ
西
村

―

問
い
合
わ
せ―

　

み
か
た
Ｅ
Ｃ
Ｏ
協
議
会

　
（
湯
村
炊
飯
セ
ン
タ
ー
内　

吉
田
会
長
）

　
　

℡
92
‐
２
５
８
２

廃
天
ぷ
ら
油
回
収
へ
の
協
力
あ
り
が
と
う

み
か
た
Ｅ
Ｃ
協
議
会
が
ク
マ
よ
け
鈴
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

廃
天
ぷ
ら
油
の
回
収
と
Ｂ
Ｄ
Ｆ
（
バ
イ
オ
燃
料
）
精
製
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

を
推
進
す
る
「
み
か
た
Ｅ
Ｃ
協
議
会
」
か
ら
、
廃
油
回
収
に
協
力
し
て
い
る
温

泉
小
学
校
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
用
ト
ン
ボ
を
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
ゆ
め
っ
こ

ラ
ン
ド
に
は
ク
マ
よ
け
鈴
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
協
議
会
は
、
一
般
家

庭
へ
の
廃
天
ぷ
ら
油
回
収
の
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

▲熊よけ鈴を通園リュックにつけてもらう園児たち



餘
部
鉄
橋
の
解
体
鋼
材

で
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を

　

余
部
駅
に
餘
部
鉄
橋
の
解
体
鋼
材

を
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
設
置
し
て

い
る
。
香
住
駅
か
ら
浜
坂
駅
間
の

ホ
ー
ム
に
同
様
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を

設
置
し
て
は
ど
う
か
。

                              （
30
歳
代　

男
性
）
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町政のうごきから

「まちづくり　アイデア　はがき」
　　■町への提案・要望などを書いてください。

広報紙に掲載する場合は、氏名を載せてよい・とく名を希望
（どちらかを○で囲ってください）

※
い
た
だ
い
た
ア
イ
デ
ア
は
隔
月
（
奇
数
月
）

に
そ
の
回
答
と
あ
わ
せ
て
本
誌
で
紹
介
し

ま
す
。
掲
載
は
お
一
人
に
つ
き
年
２
回
ま

で
、
３
回
目
以
降
は
個
別
に
お
答
え
し
ま

す
。
な
お
、
ご
提
案
い
た
だ
い
た
文
章
は
、

編
集
の
都
合
で
一
部
修
正
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

化
を
図
る
た
め
、
道
路
路
肩
と
側
溝
蓋

の
カ
ラ
ー
舗
装
工
事
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
今
後
、
事
業
の
実
施
に
あ
た
り
、

住
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
建
設
課
長　

田
中　

茂
）

　　

河
川
の
堤
防
に
草
花
を
植
え
る
こ
と

自
体
に
特
に
基
準
は
あ
り
ま
せ
ん
。
通

常
の
ア
ド
プ
ト
活
動
の
範
囲
内
で
あ
れ

ば
、
草
花
を
植
え
て
い
た
だ
く
こ
と
は

可
能
で
す
の
で
、
ア
ド
プ
ト
活
動
と
し

て
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
う
か
、
ア
ド

プ
ト
の
窓
口
で
あ
る
建
設
課
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

　

し
か
し
、
花
壇
の
よ
う
な
工
作
物
を

設
け
た
り
、
盛
土
を
す
る
よ
う
で
あ
れ

ば
、
申
請
を
必
要
と
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
県
土
木
事
務
所
に
そ
の
都

度
相
談
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

新
餘
部
橋
り
ょ
う
の
完
成
は
、

北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
の
開
業
、
城

崎
温
泉
駅
以
東
の
電
化
、
智
頭
急

行
鉄
道
の
開
業
で
分
断
さ
れ
た
山

陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
エ
リ
ア
を
再

び
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
る
架
け
橋

と
し
て
大
き
な
意
義
を
持
っ
て
い

ま
す
。

　

旧
餘
部
橋
り
ょ
う
、
桃
観
隧ず
い

道

な
ど
の
完
成
に
よ
り
、
山
陰
本
線

京
都
・
出
雲
今
市
間
が
開
通
し

て
平
成
24
年
に
百
周
年
を
迎
え
ま

す
。

　

旧
餘
部
橋
り
ょ
う
の
撤
去
鋼
材

は
、
兵
庫
県
を
通
じ
て
そ
の
一
部
を
譲

り
受
け
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
当
時

の
関
係
者
の
労
苦
に
感
謝
の
気
持
ち
を

込
め
、
駅
構
内
に
あ
る
鉄
道
グ
ッ
ズ
館

※
ア
ド
プ
ト
活
動
と
は
、
兵
庫
県
が
管

理
す
る
道
路
・
河
川
・
海
岸
な
ど
の
公

共
物
で
、
地
域
住
民
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
清
掃
美
化
活
動
を
行
い
、
快
適
な
生

活
環
境
の
創
出
に
取
り
組
む
も
の
。

　
　
　
　
　
（
建
設
課
長　

田
中　

茂
）

に
展
示
す
る
予
定
で
す
。

　

今
後
も
香
美
町
を
は
じ
め
沿
線
各
市

町
と
連
携
し
な
が
ら
、
誘
客
促
進
な
ど

地
域
振
興
に
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
企
画
課
長　

田
中
雅
樹
）

餘部鉄橋と浜坂駅

通行しやすい浜坂駅前商店街にするには
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■住　所

　　新温泉町

電話　　　　－　　　　　　　　

■氏　名（ふりがな） 年 齢 　　   歳

性 別 男  ・  女 

※個人情報は、「まちづくりアイデアはがき」の目的以外には使用しま
せん。

※住所、氏名等の記載のないはがきへの回答はできませんのでご了承ください。

郵　便　は　が　き

新温泉町浜坂 2673-1

新温泉町役場企画課

「まちづくり アイデア はがき」係行

6 6 9 6 7 9 0

町政のうごきから

歳
入
と
歳
出
の
状
況

平
成
22
年
度
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
、
9
月
末
現

在
で
97
億
３
３
３
９
万
９
千
円
で
す
。
収
入
済
額
は
、

47
億
５
８
５
４
万
１
千
円
、予
算
額
に
対
す
る
収
納
率
は
48
・
９
％

で
す
。
ま
た
、
支
出
済
額
は
34
億
５
８
７
９
万
円
、
予
算
額
に
対

す
る
執
行
率
は
35
・
５
％
で
す
。（
表
１
、
表
２
）

財
産
、
町
債
、
基
金
な
ど
の
状
況

　

町
債
は
建
設
事
業
な
ど
を
行
う
た
め
に
借
り
入
れ
た
お
金
で
、

一
般
会
計
の
現
在
高
は
１
３
６
億
４
３
５
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。（
表
５
）
一
時
的
な
支
払
資
金
と
す
る
一
時
借
入
金
の
合
計

額
は
、
６
億
１
千
万
円
で
す
。（
表
６
）
公
有
財
産
と
資
金
を
積

み
立
て
て
い
る
基
金
等
の
合
計
額
は
15
億
５
２
７
４
万
３
千
円
で

す
。（
表
７
）

歳出科目 予算現額
（千円）

支出済額
（千円）

執行率
（％）

議　会　費 98,281 47,901 48.7

総　務　費 1,282,895 408,497 31.8

民　生　費 1,953,864 669,850 34.3

衛　生　費 1,135,394 578,741 51.0

労　働　費 12,621 5,648 44.8

農林水産業費 682,135 125,056 18.3

商　工　費 340,829 231,240 67.8

土　木　費 484,306 92,461 19.1

消　防　費 465,409 206,955 44.5

教　育　費 723,271 305,715 42.3

災害復旧費 4,860 0 0

公　債　費 1,584,673 786,726 49.6

諸  支  出  金 952,765 0 0

そ　の　他 12,096 0 0

合　　　計 9,733,399 3,458,790 35.5

歳入科目 予算現額
（千円）

収入済額
（千円）

収納率
(％）

町　　　税 1,458,910 816,431 56.0
地方譲与税 111,000 34,372 31.0
各種交付金 274,800 155,260 56.5
地方交付税 4,909,135 3,298,417 67.2
分担金及び
　　負担金 68,897 24,975 36.2

使用料及び
　　手数料 240,054 114,094 47.5

国庫支出金 370,378 143,435 38.7
県  支  出  金 753,265 101,067 13.4
財  産  収  入 16,876 8,177 48.5
繰　入　金 98,777 0 0
諸　収　入 392,437 61,004 15.5
町　　　債 1,023,739 0 0
寄　附　金 14,672 850 5.8
そ　の　他 459 459 100.0
合　　　計 9,733,399 4,758,541 48.9

表２【一般会計歳出】

表１【一般会計歳入】

　平成 22 年度上半期（4 月～ 9 月）
　　　　　財政状況をお知らせします
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広報しんおんせん（11月号）

町政のうごきから

表４【公営企業会計】

表３【特別会計】

会　　計　　名 地方債残高
一般会計 13,643.5
コミュニティ・プラント事業特別会計 377.6
簡易水道事業特別会計 47.3
下水道事業特別会計 8,660.6
水道事業会計 1,966.6
公立浜坂病院事業会計 1,458.1

合　　　　計 26,153.7

表７【基金等現在高】

表５【地方債の現在高】

表６【一時借入金の現在高】

会　　計　　名 予算現額
（千円）

歳　　入 歳　　出
収入済額（千円）収納率（％）支出済額（千円）執行率（％）

国民健康保険事業特別会計 1,989,749 637,488 32.0 1,018,200 51.2
老人保健事業特別会計 1,721 5 0.3 0 0
介護保険事業特別会計 1,304,594 510,548 39.1 578,312 44.3
浜坂地区残土処分場事業特別会計 50,572 31,343 62.0 5,974 11.8
温泉地区残土処分場事業特別会計 48,130 47,566 98.8 3,907 8.1
コミュニティ・プラント事業特別会計 103,959 6,844 6.6 47,644 45.8
簡易水道事業特別会計 30,143 11,390 37.8 7,515 24.9
七釜温泉配湯事業特別会計 15,422 6,940 45.0 1,456 9.4
下水道事業特別会計 1,015,207 93,133 9.2 458,254 45.1
後期高齢者医療特別会計 186,241 58,652 31.5 54,124 29.1

合　　　　　　　計 4,745,738 1,403,909 29.6 2,175,386 45.8

区　　分 収益的 資本的
収入 支出 収入 支出

病院事業
予算現額 1,290,558 1,365,800 191,419 191,419
執行済額 581,006 558,393 107,024 70,366
収納・執行率（％） 45.0 40.9 55.9 36.8

水道事業
予算現額 345,727 371,455 281,206 404,644
執行済額 105,161 76,757 0 155,374
収納・執行率（％） 30.4 20.7 0 38.4

浜坂温泉
配湯事業

予算現額 46,131 46,131 1,231 10,203
執行済額 17,635 9,631 0 0
収納・執行率（％） 38.2 20.9 0 0

◆公有財産

公用財産 土地 13,549㎡
建物 7,039㎡

公共用財産 土地 800,169㎡
建物 132,290㎡

普通財産 土地 3,268,689㎡
建物 8,382㎡

山　　林 所有 2,982,205㎡
分収 3,754,955㎡

動　　産 25 施設
物　　件 地上権 1,294,686㎡
有価証券 442 千円
出資による権利 435,087 千円

（単位：千円）

会　　計　　名 借入金現在高
公立浜坂病院事業会計 610,000

合　　　　計 610,000

◆基　　金 （単位：千円）
財政調整基金 488,968
地域振興基金 357,353
土地開発基金 49,628
減債基金 34,500
ふるさと水と土保全対策基金 2,591
ふるさとづくり基金 890
地域福祉基金 54
海岸環境美化基金 79
国民健康保険財政調整基金 301,390
国民健康保険直営診療所基金 110
介護給付費準備基金 74,931
介護従事者処遇改善臨時特例基金 5,151
下タ山公共建設残土処分場事業基金 56,002
十字谷残土処分場整備基金 56,700
七釜温泉配湯事業施設整備積立基金 37,127
生活排水処理事業基金 63,268
二日市温泉配湯事業施設整備基金 2,971
浜坂簡易水道事業施設整備基金 21,030

合　　　　計 1,552,743

（単位：百万円）

（単位：千円）

※一時借入金とは、年度内の不足資金に対して一
時的に金融機関から借り入れているものです。

※地方債とは、資金調達のため負担する債務（借金）
で、その返済が１会計年度を超えるものです。

※公用財産とは、町が事務や事業を行うため、自らが直接使用することを目的とするもの（庁舎など）
※公共用財産とは、住民が共同使用することを目的とするもの（学校、保育所、公園、下水道処理施設など）
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加藤文太郎
記念図書館

「11月のおすすめの本」
ご案内

池上彰の新聞活用術
池上彰著／ダイヤモンド社

新聞を読むだけで、文章力や表現力、想
像力やコミュニケーション力まで、仕事
を磨くためのスキルが身につく方法を伝
授。また、著者のワンポイントアドバイ
スで新聞の魅力と活用術がわかり、新聞
を読むことが楽しくなります。

高齢者の毎日できる転倒予防
　大石亜由美著／いかだ社

看護師として在宅訪問看護を１０年経験
した著者が、握る、開く、押す、歩くな
ど日常生活の中でどこでも簡単にできる
「転倒予防」の運動を紹介。遊びながら楽
しく運動しましょう。

神隠し  子預かり屋こはる事件帖
　翔田寛著／ＰＨＰ研究所

天保八年、煮売り屋「おかめ」を営むこ
はるは、次第に客足が減るなか、子預か
り屋の商売も始めた。よその子どもの世
話や夫婦喧嘩の仲裁などの相談にのるう
ち、奇妙な事件に巻き込まれる。こはる
が事件の謎を解き明かす、人情＆ミステ
リー時代小説。

けんけんけんのケン
山下明生作／ひさかたチャイルド

ぼくのお兄ちゃんは、犬のケンです。ケ
ンはぼくといる時だけ、人間のことばを
しゃべるのです。ある日、ぼくとケンだ
けで留守番をすることになったのですが、
ケンはワインを飲んで酔っ払ってしまう
し、もう大変です…。一人っ子のぼくと
飼い犬ケンだけの秘密の物語。

てんぐのそばまんじゅう
深山さくら作・長谷川義史絵／ひさかたチャイルド
ある日、山奥くで暮らすじいさまとばあ
さまの家に、けがをした天狗がやってき
ました。ばあさまが世話したおかげで天
狗は回復しました。そこで、天狗はお礼
にそばの実をさずけました…。創作昔話
絵本。

  おはなし会　　 　　        　      
絵本の読み聞かせや紙芝居、簡単な
折り紙などをします。お子さんと一緒に
参加しませんか。

『ぐりとぐらのおおそうじ』 他
◆と 　き　12月11日（土）午後２時～

子どもシネマの会　           　
『シンデレラ』

魔法のかかったかぼちゃの馬車とお
城に置き忘れたガラスの靴‥‥。み
んなの大好きなディズニーアニメー
ションです。
◆と 　き　12月11日（土）午後3時～

休館日のお知らせ　　　　   

11 月 15 日（月）～ 30 日（火）は、
蔵書点検と図書館システムの更新の
ため、長期休館します。

【開館時間】
月～金曜日　午前 10 時～午後 6 時
土・日曜日　午前 10 時～午後 5 時
＊リクエストや予約したい本があり
ましたら気軽にお問い合わせくださ
い。

TEL（0796）82-5251

広報しんおんせん（11月号） 12

12 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

は休館日

11 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30
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広報しんおんせん（11月号）

　
　
　
　

　

町
内
の
ジ
オ
サ
イ
ト(

景
勝
地
）
に
つ
い
て
、

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館
の
谷
本
勇
館
長
が
シ

リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

居
組
付
近
に
は
荒あ
ら

磯い
そ

の
穴あ
な

見み

海
岸
や

ハ
ナ
ヅ
ロ
、
亀
山
、
日
本
、
居
組
洞
門

な
ど
多
く
の
洞
門
と
遠
浅
で
県
民
サ
ン

ビ
ー
チ
に
指
定
さ
れ
た
居
組
海
水
浴
場

が
あ
り
ま
す
。

穴
見
海
岸
周
辺
は
魚
貝
類
が
豊
富
な

豊
か
な
海
で
、
以
前
「
リ
ュ
ウ
グ
ウ
ノ

ツ
カ
イ
」
の
泳
ぐ
映
像
が
撮
影
さ
れ
ま

し
た
。
凝
ぎ
ょ
う

灰か
い

角か
く

礫れ
き

岩が
ん

（
約
２
０
０
０
万

年
前
）
の
壁
の
亀き

裂れ
つ

に
で
き
た
日
本
洞

門
、
亀
山
洞
門
で
は
洞
門
内
の
天
井
に

珍
し
い
鍾
し
ょ
う

乳
に
ゅ
う

石せ
き

（
ア
ラ
ゴ
ナ
イ
ト
と

も
い
う
）
が
見
ら
れ
ま
す
。

居
組
の
景
観
で
は
七な
な

坂さ
か

八や

峠と
う
げの

九つ

十づ

九ら

折お
り

の
坂
か
ら
眺
め
る
不
動
岩
、

亀
山
、
城
山
な
ど
と
居
組
湾
、
家
並
が

つ
く
る
景
観
は
ま
さ
に
絶
景
で
す
。
遠

浅
の
サ
ン
ビ
ー
チ
は
新
し
い
漁
港
で
狭

く
な
り
ま
し
た
が
、
安
全
で
海
遊
び
が

楽
し
め
る
海
水
浴
場
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館

　
　
　
　
　
　
　

℡　

82
‐
５
２
２
２

洞
門
と　
　
　
　
　
　
　

　

  

県
民
サ
ン
ビ
ー
チ
の
居
組

ジオサイトに行こう

　 
シリーズ⑥

　
【
新
温
泉
町
消
費
生
活
相
談
室
】

　
　

▽
相
談
受
付　

月
～
金
曜
日

　
　
　
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　

▽
温
泉
総
合
支
所
内

　
　
　

℡　

92
‐
１
１
３
１
（
代
表
）

マ
ン
シ
ョ
ン
の
オ
ー
ナ
ー
に

　
　
　
　

な
り
ま
せ
ん
か
？

　
　

Ａ
さ
ん
（
40
歳
）
の
相
談

　

職
場
や
自
宅
に
マ
ン
シ
ョ
ン
の
オ
ー

ナ
ー
契
約
を
勧
め
る
電
話
が
何
度
も
か

か
っ
て
く
る
。
断
り
切
れ
ず
呼
び
出
し

に
応
じ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
業
者
の
説
明

を
受
け
た
。

　
「
節
税
に
な
り
安
定
し
た
収
入
が
得

ら
れ
る
」

　
「
家
賃
が
老
後
の
年
金
に
な
る
」

　

と
勧
誘
さ
れ
、
そ
の
気
に
な
り
、

千
8
百
万
円
の
契
約
を
し
、
９
万
６
千

円
の
手
付
金
を
支
払
っ
た
。

　

し
か
し
高
額
な
契
約
で
あ
り
、
ロ
ー

ン
を
支
払
っ
て
い
く
自
信
が
な
い
た
め

解
約
を
申
し
出
た
ら
、
３
６
０
万
円
の

違
約
金
を
請
求
さ
れ
た
。支
払
え
な
い
。

は
っ
き
り
と
断
わ
り
ま
し
ょ
う
。

　

今
回
の
ケ
ー
ス
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
の
期
間
が
過
ぎ
て
い
た
た
め
、
履
行

に
着
手
す
る
ま
で
は
手
付
金
放
棄
で
契

約
解
除
が
で
き
る
と
宅
地
建
物
取
引
業

法
規
定
が
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
伝
え
、

９
万
６
千
円
を
放
棄
す
る
こ
と
で
解
約

と
な
り
ま
し
た
。

　

買
う
気
が
な
け
れ
ば
、「
必
要
あ
り

ま
せ
ん
」「
お
断
り
し
ま
す
」
と
、は
っ

き
り
と
意
思
表
示
を
し
電
話
を
切
り
ま

し
ょ
う
。

　

話
の
途
中
で
電
話
を
切
る
こ
と
は
失

礼
な
こ
と
だ
と
思
い
が
ち
で
す
が
、
買

う
気
も
な
い
の
に
業
者
の
呼
び
出
し
に

応
じ
る
と
、
契
約
を
や
め
た
く
て
も
断

り
に
く
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、『
迷
惑
な
勧
誘
電
話
は
宅
建

業
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
』
と
指
摘

す
る
こ
と
も
効
果
的
で
す
。

　
「
お
か
し
い
な
・
困
っ
た
な
」
と
思
っ

た
ら
お
早
め
に
『
消
費
生
活
相
談
室
』

へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。　
　
　

消
費
生
活
相
談
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

▲日本洞門▲七坂八峠からの景観
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まちの求人案内
　（常　用） 　（パート） 平成 22 年 10 月 31 日現在

広報しんおんせん（11月号）

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）
（浜坂地域）
㈱重機建設水田組 現場管理 不問 150 ～ 200
㈲山本工務店 型枠大工 不問 154 ～ 220
㈲岡市組 土木作業員 不問 154 ～ 198
㈱ヤマグチ 一般事務 40 以下 147 ～ 157
㈱マルワ渡辺水産 事務員 不問 160 ～ 200
フジコン食品㈱ 計量包装作業員 不問 143 ～ 147
Ｔ・Ｍ産業㈱ 縫製員 不問 128 ～ 130
㈲アートライフタニタ 販売員 不問 150

営業販売 不問 170

㈱隆栄水産

事務オペレーター 不問 140 ～ 167
販売員補助 不問 140 ～ 193
調理師 不問 270 ～ 300
ウ ェ イ タ ー・
ウェイトレス 不問 127 ～ 170

特定医療法人杏風会
　浜坂七釜温泉病院 看護師 不問 180 ～ 215
社会福祉法人尚徳会特別養
護老人ホームはまさかの里 介護職 不問 140 ～ 144
㈲エフエムエルサービス 薬剤師 不問 286 ～ 396
㈱リフティングブレーン
鳥取営業所

販売員 不問 168 ～ 176
食品製造 不問 158

㈱Ｅ - ＳＴＡＦＦ 事務員 不問 140 ～ 148
㈱テクノ・サービス 製造スタッフ 不問 142
但馬ダイエー警備保障㈲ 警備員 18 以上 136 ～ 182

（温泉地域）
総本家　栃泉 販売 不問 127 ～ 140

㈱井筒屋
インターネ
ット専任係 60 以下 147 ～ 188
客室係 60 以下 231 ～ 256

㈱朝野家 客室係 59 以下 225 ～ 260
販売係 不問 140 ～ 150

㈱みよしや旅館 フロント 61 以下 145 ～ 255
客室係 205 ～ 245

㈱御やどゆもと 客室係 59以下 176
医療法人良和会湯村温泉病院 介護職 不問 155 ～ 160
富士綜合警備保障㈱ 警備員 18 ～ 64 132 ～ 187
㈱ワークステーション 客室係 不問 145
社会福祉法人新温泉
町社会福祉協議会 介護支援専門員 不問 136 ～ 160

事業所名 職種 年齢 時給（円）
（浜坂地域）

㈱マル海渡辺水産 事務員 不問 800 ～ 1,000
㈱隆栄水産 ウ ェ イ タ ー・

ウェイトレス 不問 800 ～ 950
㈲ＯＮＥ 携帯電話販売員 不問 750
北兵庫代行 運転手 不問 800 ～ 1,000
ミネル㈱ 英会話講師 不問 1,400 ～ 2,000
㈲エフエムエルサービス 薬剤師 不問 1,800 ～ 2,500
但馬ダイエー警備保障㈲ 警備員 不問 735 ～ 1,000
㈱コメリ中四国地区本部 販売員 不問 770

（温泉地域）
㈱ナカケー レジ・接客 不問 800 ～ 950
㈱寿荘 清浄雑務 不問 750
㈱とみや旅館 客室係補助 不問 800 ～ 1,000
㈱井筒屋 インターネ

ット担当 不問 875 ～ 950

夢夢
フロアスタ
ッフ 18 以上

1,200 ～ 2,000
カウンター
スタッフ 750 ～ 1,200

社会福祉法人春来会特別
養護老人ホームゆむら 看護師 不問 1,000
㈱コメリ中四国地区本部 販売員 不問 770

契 約 請 負 状 況   （250 万円以上 )
工 事 ・ 事 業 名 場所 規　　　　　模 契約額 ( 円 ) 工　　　　　   期 業　者　名

町道二日市古市線他舗
装修繕工事 二日市 施工延長 210m　

舗装面積 723㎡ 3,570,000 平成 22 年 9 月 18 日～
平成 22 年 12 月 25 日 山陰道路㈱

（平成 22年 9月 16日～平成 22年 10月 15日契約分）

－問い合わせ－
ハローワーク豊岡　℡（0796）23-3101
ハローワーク香住　℡（0796）36-0137
ハローワーク鳥取　℡（0857）23-2021
サンシーホール浜坂　℡（0796）82-1735

再就職を目指す人を応援します　
離職者生活安定資金融資制度のご案内

　離職者の生活の安定を図り、求職活動に専念す
る機会を確保するため、兵庫県が実施する融資制
度で、事業所の倒産、閉鎖、人員整理などにより
職を失った方に、生活資金を融資するものです。

【緊急特別資金】
◇利用できる人　離職前に世帯の生計を維持して

いた人でハローワークに求職活動を行っている
人。（失業給付の受給中は申請不可）自営業者を
除く。

◇融資限度額　50 万円
◇受付期間　平成 23 年３月末まで

【一般生活資金】
◇利用できる人　緊急特別資金の場合とほぼ同様
◇融資限度額　100 万円
※融資条件など詳細はお問い合わせください。
―問い合わせ―
　近畿労働金庫但馬支店　℡（0796）23-4131
　商工観光課　　℡ 82-5625
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農
業
委
員
会
情
報
№
57

農
地
に
関
わ
る
所
有
権
移
転
・
転
用
の
手
続
き

　
　
　

無
断
・
違
反
転
用
を
な
く
そ
う
！

広報しんおんせん（11月号）

▼
作
り
方

①
切
り
干
し
大
根
を
水
に
つ
け
て
も
ど

す
。

②
油
抜
き
し
た
油
揚
げ
、
ち
く
わ
を
細

か
く
切
る
。

③
①
を
よ
く
水
切
り
し
た
も
の
と
②
を

だ
し
汁
で
煮
て
、
味
付
け
を
し
て
か

ら
高
野
の
粉
を
入
れ
、炒
り
あ
げ
る
。

※
高
野
の
粉
が
な
け
れ
ば
、
高
野
豆
腐
を

お
ろ
し
金
で
お
ろ
し
て
使
っ
て
も
よ
い
。

美
方
郡
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
発
行

「
伝
え
た
い
美
方
郡
ふ
る
さ
と
の
味
」
よ
り

郷
土
食
を
食
べ
て
健
康
に
！

★ 

切
り
干
し
大
根
と
高
野
の
粉
煮

◆材料 (4 人分）
・切り干し大根・ 50g
・油揚げ・・・・2 枚
・ちくわ・・・・2 本
・高野の粉・・・50g
・砂糖・・・大さじ１
・しょう油
　　  ・・・大さじ 3
・だし汁・・3 カップ
・みりん・・大さじ 2
・酒・・・・大さじ 2

　

次
の
場
合
に
は
、
申
請
・
届
出
が
必

要
で
す
。

申
請
・
届
出
が
必
要
な
場
合

○
農
地
を
農
地
と
し
て
所
有
権
移
転
等

す
る
場
合
（
農
地
法
第
３
条
）（
譲

受
人
の
条
件
と
し
て
、
譲
り
受
け
農

地
を
含
め
て
30
ア
ー
ル
以
上
で
あ
る

こ
と
）

○
自
己
所
有
の
農
地
を
農
地
以
外
の
も

の
に
転
用
す
る
場
合
（
同
第
４
条
）

○
他
人
の
農
地
を
譲
り
受
け
又
は
借
り

入
れ
、
農
地
以
外
の
も
の
に
転
用
す

る
場
合
（
同
第
５
条
）

○
農
地
形
状
変
更
・
農
業
用
施
設
届
出

農
地
の
現
状
変
更
（
農
地
の
形
状
を

盛
土
・
切
土
で
変
更
、
2
ア
ー
ル
未

満
の
農
業
用
施
設
設
置
）
を
行
う
場

合
※
農
振
農
用
地
に
指
定
さ
れ
て
い
る
農

地
は
、
転
用
許
可
が
で
き
ま
せ
ん
。
当

該
農
地
を
農
振
農
用
地
か
ら
除
外
す
る

手
続
き
を
行
っ
た
後
、
転
用
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
農
林
水
産

申
請
か
ら
許
可
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

違
反
に
対
す
る
罰
則
が
強
化

　

転
用
（
農
業
用
施
設
含
む
）
の
無
断
・

違
反
に
対
す
る
行
為
の
処
分
・
罰
則
が
、

昨
年
の
農
地
法
改
正
に
よ
り
更
に
強
化

さ
れ
ま
し
た
。
無
断
・
違
反
の
場
合
、

「
３
年
以
下
の
懲
役
又
は
３
０
０
万
以

下
の
罰
金
（
法
人
は
１
億
円
以
下
の
罰

金
）」
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。
必
ず
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

農
業
者
年
金
相
談
会
の
お
知
ら
せ

　

農
業
者
年
金
に
つ
い
て
、
正
し
い
理

解
を
い
た
だ
き
安
心
し
て
受
給
、
加
入

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

旧
制
度
加
入
者
は
じ
め
受
給
待
機

者
、
新
制
度
加
入
者
・
加
入
希
望
者
ど

な
た
で
も
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇
と
き　

11
月
24
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

◇
と
こ
ろ　

町
民
セ
ン
タ
ー

―

問
い
合
わ
せ―

　

農
業
委
員
会　

℡
82
‐
５
６
２
６

課
農
政
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

①
毎
月
10
日　

申
請
書
受
付
締
切

　
　
　

↓

②
書
類
審
査
・
補
正

　
　
　

↓

③
24
日
頃　

現
地
調
査

　
　
　

↓

④
25
日
総
会　

農
業
委
員
会
で
審
議

　
　
　

↓　
　
　
　
　
　

↓

　

３
条
関
係
は　
　

４
・
５
条
関
係
は

　

町
で
決
定　
　
　

県
に
進
達

　
　
　

↓　
　
　
　
　
　

↓

　

3
条
許
可
書    　

翌
月
中
下
旬

　

農
業
用
施
設　
　

4
・
５
条
許
可
書

　

受
理
書
発
行　
　

発
行　
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10 月１日、歌長神社で町指定無形民俗文化財「歌長
太神楽」が奉納されました。歌長太神楽は伊勢神宮に参
拝した村人が伝えたのが始まりとされ、江戸時代後期の
天保年間以歌長に伝わるもので、太鼓や笛の音に合わせ
て家々で勇壮な舞を披露します。揃いの羽織はかまに身
を包んだ保存会のメンバーらが地区内を巡回し、踊り手
が短刀を持つ「剣の舞」、鈴と御幣 ( ごへい ) を持つ「シ
ングル舞」、天狗と獅子が舞う「ヒョウケンジ」の３種
類の獅子舞を披露し、五穀豊穣や無病息災を祈りました。

山歩きで身も心も健康に
　先人記念館以命亭で 10 月 27 日まで、陰山道大さん
が旧浜坂町境（54.3㎞）を踏破した記録パネル展「浜
坂町境 50㎞を行く」が開催され、7 日に展示説明会が
行われました。陰山さんは、旧浜坂町の町境を踏破する
に至った経緯からヤブこぎの極意、山歩きによる健康法
について説明されました。約 30 人の参加者は、「三成
山や蓮台山、久斗山などの登山道がある山から始め、ふ
るさとを再発見してほしい」という言葉にうなずいてい
ました。（記録集「ヤブ山を歩く」が出版されています。）

スポーツの秋　
　体育の日を迎え、各地区で地区民総出の運動会が開催
されました。10 月 10 日には浜坂北小学校区町民体育
大会が浜坂北小学校で開催され、時おり雨が降りました
が、幼児からお年寄りまで心地よい汗を流しました。綱
引きや玉入れ、輪投げなどの区対抗競技では、練習の成
果を発揮して息の合った演技が見られ、リレー競技では
全力を出し切ってバトンタッチ後に倒れ込む姿も見られ
ました。会場は選手への声援や応援の太鼓や笛の音が響
いていました。

　10 月 24 日、諸寄基幹集落センター体育館で「諸寄
長寿ふるさとまつり」（諸寄財産区管理協議会・諸寄公
民館主催）が開催され、長寿を祝う敬老行事と舞踊や寸
劇などの舞台発表が行われました。舞台発表では「ひば
りの会」が童謡や歌謡曲など日頃の練習の成果を披露。
餘部新橋開通を記念して久谷駅や浜坂駅など沿線駅を紹
介した「汽車ぽっぽ」の替え歌や、ユートピア浜坂や湯
村温泉など町内の温泉を紹介した「いい湯だな」の替え
歌など、楽しい歌声を響かせました。

諸寄区長寿ふるさとまつり

H22（2010）.11.11

広報しんおんせん（11月号）

秋祭り　歌長太神楽を奉納
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　　　　　　　　　　第 1 回新温泉町岸田川駅伝競走大会

まちの話題すけっち

しんおんせん
すけっち

しんおんせん

広報しんおんせん（11月号）

美しい砂浜を守ります
　浜坂高校の 1・2 年生約 300 人が 10 月 22 日、学校
近くの浜坂県民サンビーチでクリーン作戦を行いまし
た。10 年前から地域貢献活動として毎年行っており、
今年は山陰海岸ジオパークが世界に認定されたことか
ら、生徒たちに地域の美しい海岸を再認識してもらおう
と企画されました。約１時間でペットボトルや漁網など
軽トラック２台分のゴミが回収され、中には注射針やハ
ングル文字のプラスチック容器などもありました。
　　

　10 月 17 日、温泉総合支所を出発、役場までたすき
をつなぐ岸田川駅伝競走大会が初めて開催されました。
これまで浜坂、温泉両地域でそれぞれで開催していた駅
伝大会を今年から岸田川沿いを走るコースで統合しまし
た。記念すべき第１回大会には、男女合わせて 61 チー
ムが参加。力走する選手の姿に、コース沿いに詰めかけ
た観客らのは惜しみない声援と拍手を送りました。

　加藤文太郎記念図書館では、10 月を図書館まつりの
期間として、特別お話し会や子ども向け人形劇などを
行っています。今年も 16 日に人形劇団「ひまわりぐみ」
公演と「文太郎ゆかりの城山・観音山ふれあい登山」が
行われ、幼児からお年寄りまでたくさんの方に参加いた
だきました。毎年恒例となっている「文太郎鍋」は、文
太郎が登山に携行していたといわれるジャコでだしをと
り、地元の竹輪や大根、里芋などが入った具だくさん鍋
で、用意した 200 食があっという間に空になりました。

図書館まつりで文太郎鍋

　農業体験を通じて、ふるさとおんせん会の会員と町民
との交流を深めるとともに、自然豊な本町を広く PR し
ようと 10 月 24 日、秋のイモ掘り体験が行われました。
　この日は鳥取県や神戸市などから会員ら約 20 人が参
加し、牧場公園近くの農地でサツマイモの収穫体験を行
いました。参加者らは小雨の降る中、自分で掘ったイモ
を袋一杯に詰め込んでいました。その後、但馬牧場公園
でうそば打ち体験が行われ、すずしろグループの会員ら
による手づくりの郷土料理とともに、昼食交流会が行わ
れました。

ふるさとおんせん会　イモ掘り体験
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I N F O R M A T I O N
わ
が
ま
ち

”新
温
泉
“

く
ら
し
の
情
報

H22（2010）.11.11

ご
案
内

広報しんおんせん（11月号）

花＊花 in SHINONSEN　　

　　　　　　　　 開催のお知らせ　
◆出 　演　女性デュオグループ　　花＊花

　　　ヒット曲 『あ～よかった』

　　　『さよなら大好きな人』　など　　　　　　　　　　　　

◆とき　11 月 28 日 （日）

　　開演　午後 6 時 30 分 

　　　　（開場　午後 6 時）

◆ところ　夢ホール

◆チケット　 大人 2,000 円、高校生以下 1,000 円、 

            親子ペア （大人と高校生以下） 2,500 円 

            ＜当日は 300 円増＞　※全席自由席　　

◆チケット販売　夢ホール各プレイガイド

◆主催　新温泉町、 新温泉町教育委員会

◇問い合わせ　温泉公民館　℡ 92 ‐ 1870

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー     

神
尾
し
ず
子
リ
ー
ス
作
品
展

　

豊
岡
市
在
住
で
、
手
作
り
花
工
房

「
花か

布ふ

遊ゆ
う

庵あ
ん

」
を
主
宰
す
る
神
尾
し
ず

子
さ
ん
の
リ
ー
ス
作
品
や
草
木
染
作
品

43
点
を
展
示
し
ま
す
。

▼
と
き　

11
月
６
日（
土
）～
25
日（
木
）

　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

　
　
　
（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

　
　

※
月
曜
日
休
館

▼
入
場
料　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ

　

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　

℡ 

93
‐
０
８
８
８　

新
温
泉
町
の
四
季 

わ
が
町
再
発
見
写
真
展

　

本
町
の
恵
ま
れ
た
季
節
感
漂
う
色
彩

豊
か
な
風
土
を
多
く
の
皆
さ
ん
に
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、「
第
６
回
新
温
泉

町
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
と
し
て
写
真

作
品
を
募
集
し
ま
し
た
。
そ
の
入
賞
作

先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

秋
の
盆
栽
・
山
野
草
展
示
会

　

町
内
の
愛
好
家
の
作
品
（
山
野
草
、

盆
栽
等
）
約
80
点
を
展
示
し
ま
す
。

▼
と
き　

11
月
13
日（
土
）～
15
日（
月
）

　

※
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

　
　

℡ 

82
‐
４
４
９
０

第
８
回
ま
ご
こ
ろ
ク
ラ
ブ
ま
つ
り

　

親
子
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
イ
ベ

ン
ト
で
す
。
参
加
無
料
。

▼
と
き　

11
月
23
日
（
火
・
祝
）

　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ　

但
馬
長
寿
の
郷

　
　
　
　
　
（
養
父
市
八
鹿
町
国
木
）

▼
内
容　

浜
坂
麒
麟
獅
子
舞
、
太
刀
振

（
但
東
町
）
の
披
露
、
但
馬
よ
さ
こ

い
大
会
、つ
き
た
て
餅
の
ふ
る
ま
い
、

農
産
物
販
売
、
お
楽
し
み
抽
選
会

▼
問
い
合
わ
せ　

　

但
馬
長
寿
の
郷　

企
画
管
理
課

　

℡
（
０
７
９
）
６
６
２
‐
８
４
５
６

品
を
「
新
温
泉
町
の
四
季　

わ
が
町
再

発
見
写
真
展
」
と
し
て
展
示
し
ま
す
。

【
浜
坂
会
場
】

◇
と
き　

11
月
17
日（
水
）～
24
日（
水
）

◇
と
こ
ろ

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

【
温
泉
会
場
】

◇
と
き　

11
月
27
日
（
土
）
～

　

12
月
12
日
（
日
）
※
最
終
日
は
正
午
ま
で

◇
と
こ
ろ

　

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

写
真
教
室　

 

参
加
無
料

▼
と
き　

11
月
23
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　

午
後
２
時
30
分
～

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
先
人
記
念
館

▼
講
師　

写
真
家　

池
本
喜
巳
さ
ん

―

問
い
合
わ
せ―

　

浜
坂
先
人
記
念
館

「
以
命
亭
」

　

℡
82
‐
４
４
９
０
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お
ね
え
ち
ゃ
ん
先
生
と   

　
　
　
　
　

  

遊
ぼ
う
！

　
　

～
親
子
ふ
れ
あ
い
あ
そ
び
～

　

お
ね
え
ち
ゃ
ん
先
生
（
湊
川
短
期
大

学
幼
児
教
育
保
育
学
科
の
学
生
）
と
楽

し
く
遊
び
ま
し
ょ
う
！

　

参
加
者
全
員
に
お
い
し
い
プ
レ
ゼ
ン

ト
、
先
着
１
０
０
組
に
か
わ
い
い
プ
レ

ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

お
は
な
し
会　
　
　
　

『
ぐ
り
と
ぐ
ら
の
お
お
そ
う
じ
』

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
紙
芝
居
、
簡

単
な
折
り
紙
な
ど
を
し
ま
す
。
お
子
さ

ん
と
一
緒
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　

12
月
11
日(

土)

　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
２
時
～

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館

特
別
図
書
整
理
等
に
よ
る　

長
期
休
館
と
貸
出
冊
数
の
変
更

　

蔵
書
点
検
と
図
書
館
情
報
シ
ス
テ
ム

の
更
新
の
た
め
長
期
休
館
し
ま
す
。
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
休
館
期
間　

　

11
月
15
日
（
月
）
～
30
日
（
火
）

長
期
休
館
に
伴
い　
　

貸
出
冊
数
を
倍
増
し
ま
す

▼
期
間　

　

11
月
14
日
（
日
）
ま
で

子
ど
も
シ
ネ
マ
の
会　

　
　
　

  『
シ
ン
デ
レ
ラ
』

　

魔
法
の
か
か
っ
た
か
ぼ
ち
ゃ
の
馬
車

と
お
城
に
置
き
忘
れ
た
ガ
ラ
ス
の
靴

‥
‥
。
み
ん
な
の
大
好
き
な
デ
ィ
ズ

ニ
ー
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

▼
と
き　

12
月
11
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
３
時
～

―

問
い
合
わ
せ―

　

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館

　
　

℡
82
‐
５
２
５
１

『
紙
ヒ
コ
ー
キ
づ
く
り
』
教
室

　

簡
単
に
誰
で
も
上
手
に
飛
ば
す
こ
と

が
で
き
る
か
っ
こ
い
い
紙
飛
行
機
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
子
ど
も
ふ
る
さ

と
教
室
と
合
同
で
実
施
し
ま
す
。

▼
と
き　

12
月
５
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

▼
対
象　

　

小
学
生
（
低
学
年
は
保
護
者
同
伴
）

▼
募
集
人
員　

15
名

▼
参
加
費　

無
料

▼
講
師　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー　

藤
田
輝
美
さ
ん

▼
応
募
期
限　

12
月
３
日
（
金
）

湯村温泉と周辺地域の　　　　
　　　 観光活性化フォーラム

　湯村温泉と周辺地域の活性化をめざして
フォーラムを開催します。
◆とき　12 月 1 日（水）午後１時 30 分～４時
◆ところ　夢ホール
◆内容
　・基調講演　㈱日本旅行代表取締社長
　　　　　　　　丸尾和明さん（本町出身）
　・討論会「今から、何をすべきか」
　　　司会　松元襄司（温泉町観光協会長）
　　　アドバイザー　丸尾和明
　　　発表者　朝野康弘（湯村温泉旅館料飲組合長）
　　　　　　　猪坂悦司（新温泉町商工会長）
　　　　　　　朝野尚美（ゆむらなでしこの会会長）
　　　　　　　丸上宗慈（㈱井づつ屋取締役専務）
◆主催　まちづくり協議会
◆問い合わせ　
　温泉町観光協会　℡ 92 ‐ ２０００　

　　　  

　

人
数
把
握
の
た
め
、11
月
24
日
（
水
）

ま
で
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

11
月
27
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

▼
内
容　

親
子
で
ふ
れ
あ
い
遊
び

　

音
楽
遊
び
や
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ

　

町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　

温
泉
支
部　

℡
92
‐
１
８
６
６

　
　

浜
坂
支
部　

℡
82
‐
１
０
７
１

11
月
26
日
は
〝
い
い
風
呂
〟
の
日

七
釜
温
泉
ゆ
～
ら
く
館

　
　
　

   

サ
ー
ビ
ス
デ
ー

　

日
頃
の
ご
愛
顧
に
感
謝
を
込
め
て
、

「
い
い
風
呂
の
日
」
を
サ
ー
ビ
ス
デ
ー

と
し
、
入
浴
料
金
を
割
り
引
き
ま
す
。

　

誘
い
合
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

11
月
26
日
（
金
）

　
　

           

午
前
９
時
～
午
後
10
時

▼
料
金

　

大
人
３
０
０
円
（
通
常
５
０
０
円
）

　

小
人
２
０
０
円
（
通
常
３
０
０
円
）

　

多
目
的
風
呂
（
45
分
）
１
５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
（
通
常
２
，
１
０
０
円
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

七
釜
温
泉
ゆ
～
ら
く
館

　
　

℡
83
‐
１
５
２
６

▼
冊
数　

10
冊
（
通
常
は
５
冊
）
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I N F O R M A T I O N

神
戸
に
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

「
ゆ
む
ら
屋
」
オ
ー
プ
ン

　

10
月
8
日
、
新
温
泉
町
商
工
会
が
運

営
す
る
湯
村
温
泉
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
「
ゆ
む
ら
屋
ト
ア
ロ
ー
ド
店
」
が
神

戸
市
中
央
区
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

湯
村
温
泉
の
魅
力
を
発
信
す
る
た
め
、

１
階
は
湯
村
温
泉
や
但
馬
の
物
産
販

売
、
２
階
は
商
品
の
試
食
が
で
き
る
カ

フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
や
観
光
案
内
所
を
設
け

て
い
ま
す
。

　

土
日
・
祝
日
は
、
湯
村
温
泉
か
ら
運

ん
だ
湯
で
足
湯
や
手
湯
を
無
料
で
提
供

し
ま
す
。

　

神
戸
近
郊
に
お
住
ま
い
の
方
に
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

◇
営
業
時
間　

午
前
11
時
～
午
後
７
時

◇
定
休
日　

水
曜
、
年
末
年
始

◇
所
在
地　

　

神
戸
市
中
央
区
北
長
狭
通
３
‐
12
‐
14

　

℡
（
０
７
８
）
８
４
６
‐
７
９
０
２

地
元
企
業
に
就
職
希
望
の
皆
さ
ん
へ

ふ
る
さ
と
但
馬
学
生
フ
ェ
ア

面
接
相
談
会
の
ご
案
内

　

但
馬
の
企
業
に
就
職
を
希
望
さ
れ
る

学
生
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
企
業
の
人

事
担
当
者
が
相
談
、面
接
に
応
じ
ま
す
。

地
元
企
業
の
情
報
収
集
や
就
職
活
動
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

12
月
10
日
（
金
）

　

午
後
２
時
～
４
時（
受
付
午
後
１
時
～
）

▼
と
こ
ろ　

但
馬
地
域
地
場
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー
（
じ
ば
さ
ん
Ｔ
Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ａ
）

　
　
　
　
　
　
　
（
豊
岡
市
大
磯
町
）

▼
対
象
者　

・
平
成
20
、
21
、
22
年
春
、
大
学
等
卒

業
の
未
就
職
者

・
平
成
23
年
春　

大
学
等
卒
業
予
定
者

の
未
内
定
者

・
平
成
24
年
春　

大
学
等
卒
業
予
定
者

▼
内
容　

面
接
相
談

※
24
年
春
卒
業
予
定
者
は
会
社
説
明
の

み
と
な
り
ま
す
。

▼
持
参
す
る
も
の　

面
接
を
希
望
さ
れ

る
方
は
履
歴
書
を
ご
用
意
下
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
岡　

ふ
る
さ
と
就

労
相
談
コ
ー
ナ
ー　

　
　

℡
（
０
７
９
６
）
23
‐
３
１
０
１

　

商
工
観
光
課　

℡
82
‐
５
６
２
５

12
月
１
日
か
ら　
　
　

新
し
い
国
民
健
康
保
険
証
を  

　
　
　

使
っ
て
く
だ
さ
い

　

新
し
い
保
険
証
は
、
11
月
15
日
以
降

に
簡
易
書
留
で
お
届
け
し
ま
す
。

　

期
限
の
切
れ
た
古
い
保
険
証
は
ご
自

分
で
破
棄
す
る
か
、
健
康
課
か
温
泉
総

合
支
所
住
民
福
祉
課
へ
お
返
し
く
だ
さ

い
。

◇
住
民
票
が
町
内
に
な
い
学
生
の
方

で
、
保
険
証
が
必
要
場
合
は
、
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
在
学
証
明
書
か
学

生
証
の
コ
ピ
ー
が
必
要
で
す
。

◇
被
保
険
者
証
裏
面
に
臓
器
移
植
の
意

思
表
示
で
き
る
よ
う
変
更
し
て
い
ま

す
。

―

問
い
合
わ
せ―

　

健
康
課　

国
保
年
金
係　

　
　

℡
82
‐
５
６
２
２

　

温
泉
総
合
支
所　

住
民
福
祉
課　

　
　

℡
92
‐
１
１
３
１
（
内
線
22
）

お
知
ら
せ

但
馬
地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー
の  

　
　
　
　
　
　
　

無
料
相
談 

美
方
郡
医
師
会
が
担
当
し
ま
す

　

産
業
医
の
選
任
義
務
の
な
い
労
働
者

数
50
人
未
満
の
小
規
模
事
業
場
の
事
業

主
と
働
く
人
を
対
象
に
、
健
康
管
理
の

指
導
援
助
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

◇
相
談
窓
口
の
開
設

　

健
康
診
断
結
果
の
見
方
が
わ
か
ら
な

い
、
生
活
習
慣
病
予
防
対
策
は
何
か

ら
始
め
た
ら
よ
い
か
、
高
齢
の
従
業

員
の
健
康
管
理
を
ど
う
す
れ
ば
よ
い

か
な
ど
、医
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◇
「
医
師
の
面
接
指
導
」
窓
口
の
開
設

　

改
正
法
令
に
よ
る
長
時
間
労
働
へ
の

医
師
に
よ
る
面
接
指
導
専
用
の
窓
口

を
設
け
て
対
処
し
ま
す
。

◇
訪
問
に
よ
る
産
業
保
健
指
導

　

医
師
が
ご
希
望
に
応
じ
て
、
あ
な
た

の
事
業
所
を
訪
問
し
、
健
康
診
断
結

果
に
基
づ
い
た
健
康
管
理
指
導
な
ど

を
行
い
ま
す
。

◆
相
談
日

毎
月
第
３
水
曜
日
午
後
１
時
30
分
～
3
時

◆
会
場　

サ
ン
シ
ー
ホ
ー
ル
浜
坂

◆
予
約
が
必
要
で
す

◆
連
絡
先

　

浜
辺
医
院　

℡
82
‐
１
２
２
４

かわいらしい店構えの
「ゆむら屋トアロード店」
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ガソリンなどの運搬、　　　
　　　貯蔵容器にご注意！

～ガソリンは取扱いを誤ると大変危険です～

　ガソリンや混合油などは、消防法令に適
合しない容器での購入や運搬が禁止されて
います。
　容器は、危険物保安技
術協会（ＫＨＫ）の「試
験確認済証」の表示のあ
る 容 器 を 使 用 し ま し ょ
う。

　ポリ容器での運搬や貯蔵
は大変危険なのでやめま
しょう。
　灯油と間違えてストーブ
などに給油すると、火災の
原因になります。

　　　　　―美方広域消防本部―

広報しんおんせん（11月号）

H22（2010）.11.11

特
別
支
援
教
育　
　
　

自
立
・
理
解
推
進
会
議

　

～
社
会
参
加
を
進
め
る
た
め
に
～

　

特
別
支
援
教
育
を
理
解
し
、
障
が
い

の
あ
る
幼
児
・
児
童
・
生
徒
の
就
学
を

進
め
る
た
め
の
会
議
で
す
。
ど
な
た
で

も
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

　

入
場
無
料

▼
と
き

　

11
月
26
日
（
金
）
午
後
１
時
～
４
時

▼
と
こ
ろ

　

ひ
ぼ
こ
ホ
ー
ル
（
豊
岡
市
出
石
町
）

▼
内
容　

体
験
発
表
、
講
演

　

ふ
れ
あ
い
作
品
展
も
同
時
開
催

▼
主
催　

　

全
国
特
別
支
援
教
育
推
進
連
盟
ほ
か

▼
問
い
合
わ
せ　

　

県
立
出
石
特
別
支
援
学
校

　

℡
（
０
７
９
６
）
52
‐
３
５
６
５

国
道

178
号
余
部
道
路
が

　
　

   

12
月
12
日
に
開
通

　
　

    　

    

約
６
分
短
縮

　

地
域
高
規
格
道
路
「
鳥
取
豊
岡
宮
津

自
動
車
道
」
の
一
部
と
し
て
県
が
整
備

を
進
め
て
い
た
国
道
１
７
８
号
余
部
道

路
（
香
美
町
香
住
区
森
～
余
部　

延
長

５
・
３
㎞
）
が
、
12
月
12
日
（
日
）
午

後
４
時
に
開
通
し
ま
す
。

 　

現
在
の
道
路
と
比
べ
、
距
離
で
約

２
㎞
、
所
要
時
間
も
約
6
分
の
短
縮
に

な
り
ま
す
。

―

問
い
合
わ
せ―

　

新
温
泉
土
木
事
務
所　

余
部
道
路
課

　
　

℡
82
‐
５
６
９
２

年
末
調
整
説
明
会

　

い
ず
れ
か
都
合
の
よ
い
会
場
に
参
加

く
だ
さ
い
。

【
豊
岡
市
会
場
】

◇
と
き　

11
月
24
日
（
水
）

　

午
前
10
時
～
、
午
後
１
時
30
分
～

◇
と
こ
ろ　

但
馬
地
場
産
ビ
ル
２
階

【
新
温
泉
町
会
場
】

◇
と
き　

　

11
月
25
日
（
木
）
午
後
１
時
30
分
～

◇
と
こ
ろ　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

【
香
美
町
会
場
】

◇
と
き　

　

11
月
26
日
（
金
）
午
後
１
時
30
分
～

◇
と
こ
ろ　

　

香
住
文
化
会
館（
香
美
町
香
住
区
香
住
）

―

問
い
合
わ
せ―

　

豊
岡
税
務
署　

法
人
課
税
第
１
部
門

　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
２
３
４
４

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

申
告
所
得
税
の
決
算
説
明
会

　

事
業
を
行
っ
て
い
る
方
へ
の
説
明
が

中
心
と
な
り
ま
す
。

◇
と
き　

　

12
月
２
日
（
木
）
午
後
２
時
～
４
時

◇
と
こ
ろ　

　

新
温
泉
町
商
工
会
浜
坂
本
所

―

問
い
合
わ
せ―

　

豊
岡
税
務
署　

個
人
課
税
第
１
部
門

　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
２
１
４
４
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I N F O R M A T I O N
H22（2010）.11.11

広報しんおんせん（11月号）

 理容店、美容店、クリーニング店、
めん類飲食店、一般飲食店のお店選びは
Ｓマーク登録店で！

 　

募　

集

　　毒キノコに注意しましょう
　キノコには有毒成分を含むものがあり、間違え
て食べると、おう吐や下痢、めまいなどの中毒症
状になり、最悪の場合は死亡する場合もあります。
　兵庫県のキノコによる食中毒は、ほとんどが但
馬地区でのツキヨタケによるものです。
　素人判断はやめて、食べられる
かどうかわからないものは、絶対
に食べないようにしましょう。　

兵
庫
県
警
察
官
募
集

　

受
験
資
料
は
県
内
の
各
警
察
署
の
受

付
窓
口
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

　

受
験
区
分
、
受
験
資
格
な
ど
詳
し
く

は
美
方
警
察
署
警
務
課
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
試
験
区
分　

男
子
警
察
官（
約

140
人
）

▼
受
付
期
間　

　

11
月
26
日
（
金
）
～
12
月
15
日
（
水
）

▼
第
1
次
試
験
日　

　

平
成
23
年
1
月
16
日
（
日
）

▼
問
い
合
わ
せ　

　

美
方
警
察
署　

℡
82
‐
０
１
１
０

第
６
回
新
温
泉
町
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

　

ボ
ー
ル
大
会
出
場
チ
ー
ム
募
集

▼
と
き　

　

11
月
21
日
（
日
）
午
前
８
時
45
分
～

▼
と
こ
ろ　

健
康
公
園
体
育
館

▼
参
加
資
格　

町
内
在
住
か
在
勤
、
町

内
の
児
童
・
生
徒

▼
チ
ー
ム
編
成

①
一
般
の
部
（
中
学
生
以
上
の
男
女
）

②
一
般
女
子
の
部（
中
学
生
以
上
の
女
性
）

③
ふ
れ
あ
い
の
部（
小
学
生
が
2
人
以
上
）

▼
参
加
料　

無
料

▼
申
込
締
切　

11
月
15
日
（
月
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

社
会
教
育
課　

社
会
教
育
係

　
　

℡
82
‐
５
６
２
９

　

教
委
分
室
（
温
泉
総
合
支
所
）

　
　

℡
92
‐
１
８
７
０

牛
乳
パ
ッ
ク
回
収
に
ご
協
力
を

　

温
泉
地
域
消
費
者
の
会
が
牛
乳
パ
ッ

ク
を
回
収
し
ま
す
。

　

パ
ッ
ク
は
切
り
開
い

て
洗
い
、
よ
く
乾
か
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
期
間　

11
月
21
日
（
日
）
ま
で

▼
回
収
場
所　

温
泉
総
合
支
所
住
民
福

祉
課
、
温
泉
地
域
消
費
者
の
会
会
員
宅

▼
問
い
合
わ
せ　

温
泉
地
域
消
費
者
の
会

　

事
務
局（
温
泉
総
合
支
所　

住
民
福
祉
課
）

　
　

℡
92
‐
１
１
３
１

た
じ
ま
作
品
集
（
第
35
集
）

　
　

   

短
詩
型
文
学
募
集

　

短
歌
、俳
句
、冠
句
、川
柳
を
募
集
し
、

刊
行
し
ま
す
。（
平
成
23
年
３
月
上
旬
）

▼
応
募
資
格　

但
馬
在
住
者
、
但
馬
の

グ
ル
ー
プ
に
所
属
し
て
い
る
人（
小
・

中
・
高
校
生
は
除
く
）

▼
投
詠　

１
人
に
つ
き
10
首
又
は
10
句

▼
応
募
期
限　

11
月
30
日
（
火
）

▼
参
加
料　

１
部
門
１
５
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

　

県
立
但
馬
文
教
府
「
た
じ
ま
作
品
集
」
係

　

〒
６
６
８
‐
０
０
５
６

　
　

豊
岡
市
妙
楽
寺
41
‐
１

　
　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
４
４
０
７

Ｓマークは、厚生労働大臣認可の
標準約款制度に従って営業してい
るお店です。
このＳマークを店頭に表示してい
るお店なら安全、安心が保障され、
皆様の信頼できるお店選びの大き
な目安となります。
 （財）兵庫県生活衛生営業指導センター
 　　　℡（078）361-8097

初
心
者
英
会
話
教
室
の　

受
講
生
を
募
集
し
ま
す
！

　

こ
れ
か
ら
英
語
を
勉
強
し
て
み
た
い

方
、
英
語
に
興
味
は
あ
る
が
、
う
ま
く

話
せ
な
い
方
、
日
常
す
ぐ
に
役
に
立
つ

英
会
話
を
楽
し
く
勉
強
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

▼
と
き　

12
月
8
日
（
水
）
か
ら

　

毎
週
水
曜
日　

午
後
７
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
時
間
程
度
）

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

▼
講
師　

浜
坂
中
学
校
英
語
指
導
助
手

　

タ
ッ
カ
ー
・
ジ
ャ
レ
ッ
ト
・
リ
ー
先
生

▼
受
講
資
格　

　

新
温
泉
町
国
際
交
流
協
会
会
員

　

会
員
で
な
い
方
は
入
会
を
お
願
い
し

ま
す
。（
年
会
費
２
，
０
０
０
円
）

▼
募
集
定
員　

20
名
程
度

▼
受
講
料　

月
額
１
，
０
０
０
円

▼
申
込
期
限　

12
月
３
日
（
金
）

▼
主
催　

新
温
泉
町
国
際
交
流
協
会

▼
問
い
合
わ
せ　

新
温
泉
町
国
際
交
流

協
会
事
務
局
（
商
工
観
光
課
内
）

　
　

℡
82
‐
５
６
２
５



23 広報しんおんせん（11月号）

H22（2010）.11.11

くまさんの頼れる便利屋さん登場 !!　さらにお得になりました。
　買い物、病院等の外出の付き添い・墓掃除・草抜き・草刈り・枝切り・蛍
光灯電球の交換・家具の配置換え・家庭内外の掃除・簡単な補修仕事・パソ
コンの設定・文章の打ち込み等、すべて一時間 1,500 円からご利用いただけ
るようになりました。
  [ 新温泉町（旧浜坂町）三谷から、お宅までの燃料代　　
1km × 15 円や、材料費等は別途請求致します。]　
事前予約が必要ですので、まずはお電話ください。
                                                                              （お見積もり無料）

   お問い合わせ　但馬ダイエー警備保障（有）生活サポートシステム　            
                Tel （０７９６）８２－２８９６　　担当　熊本　池上

【広告】

陸
上
自
衛
隊　
　
　
　

高
等
工
科
学
校
生
徒
募
集

　

高
機
能
化
さ
れ
た
装
備
品
を
駆
使
す

る
自
衛
官
を
養
成
し
ま
す
。
３
学
年
修

了
時
に
高
等
学
校
の
卒
業
資
格
が
得
ら

れ
ま
す
。

放
送
大
学　
　
　
　
　

平
成
23
年
４
月
入
学
生
募
集

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
を

利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学

で
す
。
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど

幅
広
い
世
代
、
職
業
の
方
が
学
ん
で
い

ま
す
。
心
理
学
、
福
祉
、
経
済
、
歴
史
、

文
学
、
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野

を
学
べ
ま
す
。

　

詳
し
い
資
料
を
無
料
で
送
付
し
ま

す
。

▼
出
願
期
限　

平
成
23
年
２
月
28
日

 　ゆむらなでしこ取材に協力

「荒湯今昔」ポスター完成
　　　　　

― 観光協会からの便り№ 3―

　湯村温泉をＰＲするポスターが完成し、10 月
15 日荒湯でお披露目しました。今年のコンセプ
トは「荒湯今昔」で、湯村温泉の情緒や懐かしさ（レ
トロ）を表現するため、昭和 30 年ごろ写真を使
用しています。さらに、山陰海岸ジオパークが世
界に加盟したことと、ジオサイトである荒湯を強
調しました。
　ポスターは 1200 枚作り、全国のＪＲ各駅に張
り出されるほか、観光イベントなどにも利用しま
す。
　ポスターのお披露目には湯村温泉若女将の会

「ゆむらなでしこ」のメンバーに一役かってもら
いました。　　　　　　　　　（温泉町観光協会）

▼
種
目　

①
推
薦　

②
一
般

▼
身
分　

特
別
職
国
家
公
務
員（
生
徒
）

▼
応
募
資
格　

15
歳
以
上
17
歳
未
満
の

男
子
で
中
卒
者(

卒
業
見
込
み
含
む)

▼
応
募
期
限　

　

①
平
成
23
年
１
月
６
日
（
木
）

　

②
平
成
23
年
１
月
７
日
（
金
）

▼
試
験
日　

　

①
平
成
23
年
１
月
15
日
（
土
）
～
17

日
（
月
）
ま
で
の
指
定
す
る
１
日

　

②
平
成
23
年
１
月
22
日
（
土
）

▼
問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
兵
庫
県
地
方

協
力
本
部
豊
岡
出
張
所
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放
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学
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放
送
大
学
鳥
取
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http://w
w

w
.ouj.ac.jp

レトロなポスターを持ち、撮影モデルに
なるゆむらなでしこのメンバー




